
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）さっぽろ未来創生プラン ≪総合戦略編≫ 素案概要 Ｈ27.8.31 市長政策室 １/２ 

 

 
 

＜現状と課題＞ 

 

 

 

 

 

 

＜施策の方向性＞ 

① 国内外の需要を積極的に取り込む観光の振興 

● Wi-Fi環境の充実など外国人観光客の受入体制整備  ● 推進体制や開催支援などMICE誘致の強化 

● スポーツイベントの積極的な誘致・開催   ● 大型観光イベントなど札幌の魅力資源の積極活用 

● 札幌の顔にふさわしい都心の魅力向上  ● 国内外からのアクセスの向上 

② 食の魅力を生かした産業の高度化 

● ６次産業の活性化  ● 食関連企業の海外展開の推進 ● 商品の安全性・製造品質の向上 

③ エネルギー転換に対応した環境産業の創出・振興 

 ● 技術開発支援などによる環境産業の競争力強化  ● 環境負荷低減に配慮した新たなまちづくり など 

④ 需要が高まる健康・福祉産業の育成 

 ● 健康・医療・バイオ関連企業や研究機関の誘致促進   

● 産学官連携による健康関連産業の競争力強化       など 

 

 

① 札幌市経済を支える企業の基盤強化 

● 資金面での中小企業の下支え  ● 経営相談の充実  

② 競争力を高める付加価値の創出 

● ITを活用した他産業の付加価値創出  ● クリエイティブ産業の振興を通じた付加価値創出  

③ 新たな企業の誘致・創出 

● 積極的な企業誘致の展開  ● 創業しやすい環境づくり 

④ 国内外への販路拡大の推進 

● 食関連企業の海外展開の推進<再掲>  ● 道内連携による販路拡大 

 

 

① 産業を支える人づくり 

● 各分野の担い手育成  ● グローバル人材の育成  ● グローバル人材の誘致・定着 

● おもてなしなど外国人対応力の向上  

② 人材の還流を創出 

● 札幌圏への移住・定住の促進  ● 首都圏からのＵＩＪターン促進 

③ 安心して働ける環境づくり 

● 正社員就職の促進  ● 地元企業への就業機会の創出   

● 大学と連携した地域の担い手育成 

 

安定した雇用を生み出す 

 

ア 札幌市産業の競争力強化【分野別】 

 

 

 

【策定の背景・位置づけ】 

 

 

 

★ 札幌の人口の状況や、「低い出生率」と「道外への転出超過」といった問題意識を市民と共有 

⇒ これまでにない危機感を持って、人口減少対策に取り組む必要 
 

【基本目標の設定】 

○ 「人口ビジョン編」に掲げた目指すべき将来の 

実現を目指す 

① 結婚や出産を望む市民の希望がかなえられる社会 

② 地域に定着できる環境 

○ 様々な分野にわたる総合的な取組を長期的・継続的に 

実施していくことが重要 

○ 「総合戦略編」では、以下を基本目標に、今後５か年の具体的な目標や取り組むべき施策を示す 

 基本目標１ 好循環の実現に必要不可欠な「安定した雇用を生み出す」 

基本目標２ 好循環を促進する「結婚・出産・子育てを支える環境づくり」 

イ 札幌市産業を支える基盤づくり【業種横断的】 

 

ウ 地域が必要とする人材の育成・定着 

 

計画の策定に当たって 

札幌市の人口は、 

ここ数年のうちに 

減少に転換 

生産年齢人口の減少 

⇒ 経済規模の縮小のおそれ 

生産年齢人口が道外へ流出 

⇒さらなる人口減少を加速させる、 

悪循環に陥る可能性 

 

好循環を実現 

安定した雇用 

さらなる 

雇用創出 

子どもが増え 

経済活性化 
安心して 

生み育てる環境 

経済的な 

不安軽減 

安定した雇用を 

生み出す 

雇用形態・賃金・やりがい 

希望する職種・地域

多様で活発な経済活動 

⇩ 

足腰の強い 

経済基盤の確立 

ア 競争力のある魅力的な地場

産業の育成 

⇒ 札幌市の成長をけん引す

る４分野の振興が必要 

⇒  

イ 地域の潜在的な可能性を引

き出す 

⇒ 意欲的・創造的な主体が活

動しやすい環境づくりが重要 

⇒  

ウ 「適材」が「適所」で安心

して働き続ける環境 

⇒ 企業を支える「源」であ

る人材を確保・育成が重要 

⇒ 

低水準の合計特殊出生率の要因 

「未婚率が高いこと」 

「夫婦間の出産数が少ないこと」 

⇩ 

雇用形態や収入など 

経済面での不安が大きな障害 

若者が首都圏へ大幅に転出超過 

特に男性の多くは「就職」を理由 

⇩ 

市内大学生の地元就職志向は強く、 

希望がかなえられていない 

【雇用情勢】 

依然として続く「雇用のミスマッチ」 

【雇用形態】 

正規雇用割合が比較的低い「宿泊業・飲

食サービス業」などの従業者数が多い 

両面での 

確保･拡大が 

重要 

※平成 28年度以降の新規・レベルアップで実施する事業については、

プラン策定までの間に検討の上、今後盛り込んでいきます。 
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（仮称）さっぽろ未来創生プラン ≪総合戦略編≫ 素案概要 

 

 

 

＜現状と課題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

＜施策の方向性＞ 

結婚・出産・子育てを支える環境づくり 

 

基本

目標

２

 

 

＜組織横断的な推進体制＞ 

○ 市長を本部長、副市長を副本部長、局長級を本部員とする「札幌市人口減少対策推進本部」を

設置 
 

＜「数値目標」及び「ＫＰＩ」による進行管理＞ 

○ ５年間で目指すべき数値として「数値目標」及び「KPI」を設定し、外部有識者などの意見を取

り入れた進捗管理を実施 
 

＜北海道・市町村との連携＞ 

○ 北海道や道内市町村と問題認識を共有し、これまで以上に連携して取り組む 
 

＜国への働きかけ＞ 

○ 地方創生が真に実効性を伴った取組となるよう、国に対して積極的に提案等を実施 
 

＜市民・企業との連携＞ 

○ 行政・市民・企業が一丸となって、オール札幌で取り組む 

2/２ 

 

① 結婚の希望をかなえる支援 

● 結婚に関する情報提供の充実   

● 高齢出産リスクなど結婚から子育てまでの正しい知識の普及 

② 妊娠期から子育て期までの支援 

● 産前・産後ケアの充実  ● 不妊に悩む方への支援 

③ 子育て支援の充実 

● 待機児童を解消する保育施設等の整備  ● 多様な保育サービスの提供 

● 子育て世帯の経済的負担の軽減  ● 子育て世帯に対する住宅支援 

 

 

① 子どもの学習支援の充実 

● 多様な学びの機会の充実  ● グローバル人材の育成<再掲> 

● 課題探究的な学習の推進 

② 子どものスポーツ・文化に親しむ機会の充実 

● 中学校運動部活動の振興  ● 文化芸術に親しむ機会の充実  

ア 結婚・出産・子育ての切れ目のない支援 

 

イ 子どもへの支援の充実 

 

プラン推進に当たって 

低水準の合計特殊出生率の要因 

「未婚率が高いこと」 

「夫婦間の出産数が少ないこと」 
⇩ 

「適当な相手にまだ巡り会わない」ほか、 

経済面以外にも、体力面、精神面でも負担 

核家族化の進行、 

地域のつながり希薄化 など 

⇩ 

家庭や地域における 

教育力の低下 

長時間労働などにより、 

仕事と育児の両立が困難 

⇩ 

仕事と生活の調和がとれてい

ないことによる少子化の加速 

ア 市民の結婚、出産、子育てに係

る負担を軽減し、希望を実現 

⇒ 個々の状況に応じた適切な支

援を切れ目なく行うことが重要 

ウ 仕事と生活が調和した子

育てしやすい環境づくり 

⇒ 子育て家庭等を社会全

体で支援することが必要 

イ 子どもの健やかな成長 

⇒ 学習支援に加え、様々な

体験活動の量的・質的な充

実が必要 

 

ウ 子育てを支える社会の形成 

 

③ 子どもが安心して過ごせる学校・施設の環境づくり 

● 児童の放課後の居場所づくり   

● いじめの未然防止等による子どもが安心して学べる支援や対応の充実  

 

 

① 子育てしながら働ける環境の整備 

● ワーク・ライフ・バランスの推進  ● 女性の活躍の推進 

● ひとり親家庭に対する経済支援の充実  ● ひとり親家庭に対する生活支援の実施 

② 地域で子育てを支える環境の整備 

● 身近な地域での子育て支援機能の強化   

● 地域交流拠点における子育て支援機能の集約化による利便向上  など 

③ 配慮を要する子どもへの支援 

 ● 障がいのある子どもの教育機会の充実  ● 児童虐待などの困難を抱える子どもの支援  など 

資料１ 


